
動
物
の
代
物
請
求
に
関
す
る
ド
イ
ツ
連
邦
通
常
裁
判
所
判
決

田

中

宏

治

一

序

文

ド
イ
ツ
新
債
務
法
は
、
ド
イ
ツ
民
法
債
権
編
の
部
分
改
正
（
二
〇

〇
二
年
施
行
）
で
あ
り
、
消
滅
時
効
・
債
務
不
履
行
・
売
買
・
請

負
・（
特
に
消
費
者
保
護
関
連
の
）
特
別
法
の
整
理
を
目
的
と
し
て
い
た
。

そ
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
新
債
務
法
の
中
で
も
っ
と
も
有
名
な
論
点
が

「
特
定
物
の
代
物
請
求
」
で
あ
り
、「
学
説
の
論
争
の
中
心
に
あ

（
１
）り

」「
債
務
法
改
正
の
中
で
こ
れ
ほ
ど
激
し
く
議
論
さ
れ
た
問
題
は

な（
２
）い

」
と
言
わ
れ
る
も
の
で
あ（

３
）る

。
そ
し
て
、
そ
の
論
点
に
つ
い

て
は
、
二
〇
〇
六
年
に
連
邦
通
常
裁
判
所
判
決
が
下
さ
れ
、
判
例
理

論
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
度
、
二
〇
一
五
年
三
月
に
連
邦
通
常

裁
判
所
が
動�

物�

を
目
的
物
と
す
る
売
買
に
お
い
て
従
来
の
判
例
理
論

を
踏
襲
す
る
新
判
決
を
下
し
た
。
本
稿
は
、
そ
の
新
判
決
を
解
説
す

る
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、「
特
定
物
の
代
物
請
求
」
の
問
題
を
説
明
し
（
二
）、
新
判

決
の
事
実
の
概
要
を
述
べ
（
三
）、
判
旨
を
説
明
し
（
四
）、
解
説
を

施
そ
う
（
五
）。

二

問

題

１

総
説

「
特
定
物
の
代
物
請
求
」
と
は
、
売
主
が
買
主
に
対
し
て
給
付
し

た
目
的
物
に
瑕
疵
が
存
在
す
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
契
約
が
特
定

一

序
文

二

問
題

三

事
実
の
概
要

四

判
旨

五

解
説

研
究
ノ
ー
ト
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物
売
買
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
買
主
が
代
物
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
否
か
の
問
題
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
新
債
務
法
に
お
い
て
は
、
目
的

物
に
瑕
疵
が
あ
る
と
き
は
、
買
主
は
、
瑕
疵
の
な
い
代
物
給
付
を
請

求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
根
拠
条
文
は
、
ド
イ
ツ
民
法
四
三
七
条
一

号
お
よ
び
四
三
九
条
一
項
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
―
―

ド
イ
ツ
民
法
四
三
七
条
【
瑕
疵
が
あ
る
と
き
の
買
主
の
権
利
】
目
的
物

に
瑕
疵
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
の
各
号
の
要
件
が
存
し
、
か
つ
別
段

の
定
め
が
な
い
と
き
は
、
買
主
は

一

第
四
三
九
条
に
従
い
追
完
を
請
求
し
、

二

第
四
四
〇
条
、
第
三
二
三
条
及
び
第
三
二
六
条
第
五
項
に
従
い
契

約
を
解
除
し
又
は
第
四
四
一
条
に
従
い
代
金
を
減
額
し
、

三

第
四
四
〇
条
、
第
二
八
〇
条
、
第
二
八
一
条
、
第
二
八
三
条
及
び

第
三
一
一
条
ａ
に
従
い
損
害
賠
償
を
請
求
し
又
は
第
二
八
四
条
に
従

い
〔
無
駄
に
な
っ
た
〕
費
用
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ド
イ
ツ
民
法
四
三
九
条
一
項
【
追
完
】
買
主
は
、
追
完
と
し
て
、
そ

の
選
択
に
従
い
、
瑕
疵
の
修
補
又
は
瑕
疵
の
な
い
代
物
給
付
（die

Lieferung
einer

m
angelfreien

Sache

）
を
請
求
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

た
し
か
に
、
双
方
の
条
文
上
単
純
に
「
買
主
は
」
と
記
述
さ
れ
て

い
て
「
不
特
定
物
買
主
は
」
と
い
う
よ
う
な
限
定
が
無
い
。
し
た

が
っ
て
、
文
理
解
釈
と
し
て
は
、
特
定
物
買
主
に
も
代
物
請
求
権
が

認
め
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
特
定
物
売
買
の
目
的
物
は
、
本

来
そ
の
特
定
物
だ
け
で
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、「
代
物
」
が
本
来
は

存
在
し
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
、「
特
定
物
の
代
物
請
求
」
が

認
め
ら
れ
る
か
否
か
が
非
常
に
激
し
く
争
わ
れ
た
。

以
下
で
は
、「
特
定
物
の
代
物
請
求
」
を
認
め
る
解
釈
を
肯
定
説
、

そ
れ
を
否
定
す
る
解
釈
を
否
定
説
、
と
呼
ぼ
う
。
問
題
を
単
純
化
す

れ
ば
、
肯
定
説
は
、
右
の
条
文
の
文
理
解
釈
を
論
拠
と
す
る
。
他
方
、

否
定
説
は
、
特
定
物
売
買
で
あ
る
以
上
特
定
さ
れ
た
目
的
物
以
外
の

物
の
給
付
を
命
じ
る
こ
と
が
当
事
者
意
思
に
反
す
る
と
し
て
、
代
物

請
求
を
一
切
認
め
な
い
。

２

学
説
・
判
例

学
説
は
、
代
物
請
求
肯
定（

４
）説

と
否
定（

５
）説

、
真
っ
二
つ
に
割
れ
て

い
た
。
以
前
は
否
定
説
が
優
勢
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
現
在
は
肯
定

説
が
多
数
と
考
え
て
よ（

６
）い

。

判
例
は
、
肯
定
説
で
あ
る
。
二
〇
〇
六
年
六
月
の
連
邦
通
常
裁
判

所
（
最
上
級
審
）
判（

７
）決

が
こ
れ
を
明
言
し
た
。

３

判
例
多
数
説
の
肯
定
説

で
は
、
判
例
多
数
説
は
、
ど
の
よ
う
な
理
屈
で
も
っ
て
特
定
物
の

代
物
請
求
を
肯
定
す
る
の
だ
ろ
う（

８
）か

。
簡
単
に
紹
介
し
よ
う
。

履�

行�

請
求
権
を
持
っ
て
い
た
買
主
が
瑕
疵
あ
る
物
を
引
き
渡
さ
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
追�

完�

請
求
権
（
ド
イ
ツ
民
法
四
三
七
条
一
号
、
四
三
九

条
一
項
）
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
瑕
疵
あ
る
物
の
引
渡
し

と
い
う
事
実
が
あ
れ
ば
、
履�

行�

請
求
権
が
追�

完�

請
求
権
に
変�

化�

（
転

形
）
す
る
（m

odifizieren

）。
そ
こ
で
の
変�

化�

は
、
当
事
者
の
意
思
に

《研究ノート》
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よ
る
の
で
は
な
く
、
法
律
の
規
定
（
ド
イ
ツ
民
法
四
三
七
条
一
号
、
四
三

九
条
一
項
）
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
法
律
の

規
定
を
解
釈
し
て
、
履�

行�

請
求
権
と
は
異
な
る
給
付
を
目
的
と
す
る

追�

完�

請
求
権
を
導
き
出
す
こ
と
は
十
分
に
可
能
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

代
物
請
求
権
は
、
履
行
請
求
権
と
は
法
律
上
は
完
全
に
同
一
で
は
な

い
、
と
い
う
解
釈
で
あ（

９
）る

。
そ
し
て
、
特
定
物
売
買
に
お
け
る
代
物

給
付
可
能
性
の
判
断
基
準
は
、
あ
く
ま
で
も
、
当
事
者
の
意
思
で
あ

（
１０
）る

。
目
的
物
を
「
そ
の
物
」
に
集
中
す
る
当
事
者
の
特
定
の
意
思
が

特
に
重
要
で
は
な
い
と
き
、
つ
ま
り
、
代
物
の
給
付
で
も
ま
た
債
務

は
履
行
さ
れ
る
、
と
い
う
の
が
契
約
成
立
時
の
当
事
者
の
意
思
で
あ

る
と
解
釈
さ
れ
る
と
き
に
代
物
給
付
が
可
能
と
な
る
。
言
い
換
え
る

と
、
瑕
疵
あ
る
物
の
引
渡
し
後
の
時
点
か
ら
見
て
、「
仮
に
瑕
疵
の

存
在
を
契
約
成
立
時
に
当
事
者
が
知
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
他
の
物

で
も
よ
い
と
し
た
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
仮
定
の
意
思
が
認
め
ら
れ
る

と
き
は
、
代
物
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

三

事
実
の
概
要

こ
こ
で
紹
介
す
る
新
判
決
は
、
連
邦
通
常
裁
判
所
が
二
〇
一
五
年

三
月
一
八
日
に
下
し
た
ば
か
り
の
も
の
で
あ（

１１
）る

。

１

事
件

原
告
は
、
二
〇
一
一
年
五
月
三
日
、
被
告
か
ら
ク
ォ
ー
タ
ー
ホ
ー

ス
種
（
馬
の
品
種
で
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
よ
り
安
価
な
雑
種
）
の
鹿
毛
（
馬
の
毛

色
）
の
せ�

ん�

馬�

（
去
勢
さ
れ
た
馬
）（Fuchsw

allach

）
一
頭
を
代
金
一
五
、

〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
（
当
時
の
為
替
レ
ー
ト
で
は
邦
貨
約
二
四
三
万
円
）
で
購
入

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
原
告
は
、
翌
二
〇
一
二
年
八
月
二
日
付
の
被
告

き
ょ
く

宛
の
書
面
で
、
引
渡
時
に
目
的
馬
が
不
治
の
棘
突
起
接
触
症
（K

iss-
ing

Spine

）（
脊
椎
骨
同
士
の
接
触
に
よ
る
痛
み
の
た
め
に
騎
乗
を
不
可
能
に
す

る
疾
病
）
を
発
症
し
て
い
た
、
と
主
張
し
て
契
約
の
解
除
の
意
思
表

示
を
し
た
。
な
お
、
棘
突
起
接
触
症
は
、
一
般
に
、
Ｘ
線
撮
影
に

よ
っ
て
容
易
に
発
見
で
き
る
疾
病
で
あ（

１２
）る

。

２

請
求

原
告
は
、
支
払
済
み
の
売
買
代
金
の
返
還
、
無
駄
に
な
っ
た
費
用

お
よ
び
弁
護
士
費
用
の
賠
償
、
さ
ら
に
は
将
来
必
要
と
な
る
費
用
の

賠
償
義
務
を
被
告
が
負
担
す
る
こ
と
の
確
認
を
求
め（

１３
）た

。

３

第
一
審
・
控
訴
審

第
一
審
判
決
（LG

D
ortm

und,U
rteilvom

２５.６.２０１３
-６

O
３３９／１２

）

の
内
容
は
不
明
で
あ
る
。

控
訴
審
は
、
請
求
を
棄
却
し
た
（O

LG
H
am

m
,U

rteilvom
２３.５.

２０１４
-I-１９

U

（
１４
）

９３／１３

）。
そ
の
理
由
は
、
解
除
権
発
生
（
ド
イ
ツ
民
法
三

二
三
条
一
項
）
お
よ
び
費
用
賠
償
請
求
権
発
生
（
ド
イ
ツ
民
法
二
八
一
条

一
項
、
二
八
四
条
）
の
要
件
た
る
期
間
を
定
め
た
催
告
が
欠
け
て
い
る
、

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
た
し
か
に
、
原
告
の
内
縁
の
配
偶
者
が
二

〇
一
二
年
六
月
一
九
日
に
被
告
の
牧
場
に
お
い
て
被
告
の
父
に
対
し
、

「
馬
を
交
換
し
な
け
れ
ば
法
的
手
段
に
訴
え
る
」
と
言
っ
て
馬
の
交

換
を
求
め
た
こ
と
が
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い
な

動物の代物請求に関するドイツ連邦通常裁判所判決
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か
っ
た
た
め
に
催
告
に
は
当
た
ら
な
い
、
と
判
断
さ
れ（

１５
）た

。

そ
こ
で
、
原
告
は
、
控
訴
審
判
決
の
破
棄
を
求
め
て
上
告
を
し
た
。

四

判

旨

破
棄
差
戻（

１６
）し

。
期
間
を
定
め
た
催
告
が
欠
け
て
い
る
と
い
う
控
訴

審
の
判
断
が
正
当
と
し
て
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ（

１７
）る

。

（
ⅰ
）
①
ド
イ
ツ
民
法
三
二
三
条
一
項
お
よ
び
二
八
一
条
一
項
の

「
規
定
に
お
け
る
期
間
設
定
は
、
給
付
を
直
ち
に
（sofort

）、
遅
滞

な
く
（unverzüglich

）
ま
た
は
速
や
か
に
（um

gehend

）
給
付
す
べ

き
こ
と
を
債
権
者
が
求
め
る
、
ま
た
は
債
務
者
が
限
定
さ
れ
た
（
特

定
可
能
な
）
期
間
に
だ
け
履
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
趣
旨
を

債
権
者
が
表
明
す
る
こ
と
で
足
り
る
。
特
定
の
期
間
ま
た
は
特
定
の

期
限
（
終
期
）
の
表
示
は
、
不
要
で
あ（

１８
）る

。」

②
「
馬
を
『
交
換
す
る
』
よ
う
求
め
て
さ
も
な
け
れ
ば
法
的
手
段

に
訴
え
る
と
真
摯
に
警
告
す
る
こ
と
は
、
素
直
に
解
す
れ
ば
、
健
康

な
馬
の
引
渡
し
に
よ
っ
て
速
や
か
に
追
完
す
る
こ
と
を
催
告
し
て
い

る
こ
と
に
な（

１９
）る

。」

（
ⅱ
）「〔
…
…
〕
控
訴
審
の
確
定
し
た
事
実
に
よ
れ
ば
、
給
付
に
代

わ
る
損
害
賠
償
を
求
め
る
原
告
の
請
求
権
（
ド
イ
ツ
民
法
四
三
七
条
三

号
、
二
八
〇
条
一
項
・
三
項
、
二
八
一
条
）
は
、
瑕
疵
の
な
い
動
物
の
給

付
（
ド
イ
ツ
民
法
四
三
四
条
一
項
、
九
〇
条
ａ
）
に
お
い
て
も
発
生
す
る

こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
を
求
め
る
原
告
の

請
求
権
は
、
ド
イ
ツ
民
法
四
三
九
条
一
項
の
規
定
に
従
っ
た
被
告
の

追
完
義
務
の
違
反
に
よ
っ
て
も
発
生
す
る
こ
と
が
あ
る
。」「
当
事
者

は
、
相
当
な
（vergleichbar

）
馬
の
給
付
に
よ
っ
て
追
完
す
る
こ
と

が
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
を
合
意
し
て
い（

２０
）た

。」

五

解

説

１

判
決
の
意
義

こ
の
判
決
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
連
邦
通
常
裁
判
所
の
従
来
の
判

例
理
論
を
踏
襲
す
る
事
例
判
決
で
あ（

２１
）る

。

第
一
に
、
代
物
請
求
（
ド
イ
ツ
民
法
四
三
七
条
一
号
、
四
三
九
条
一
項
）

に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
六
年
判（

２２
）決

を
踏
襲
し
、
当
事
者
の
意
思
を
基

準
に
動
物
売
買
に
お
い
て
も
代
物
請
求
を
肯
定
す
る
。
第
二
に
、
解

除
権
発
生
（
ド
イ
ツ
民
法
三
二
三
条
一
項
）
お
よ
び
費
用
賠
償
請
求
権
発

生
（
ド
イ
ツ
民
法
二
八
一
条
一
項
、
二
八
四
条
）
の
要
件
た
る
期
間
を
定

め
た
催
告
に
つ
い
て
も
、
二
〇
〇
九
年
判（

２３
）決

を
踏
襲
し
、
特
定
の
期

間
ま
た
は
終
期
の
設
定
が
不
要
、
と
判
示
し
た
。

２

判
決
の
構
造

原
告
の
請
求
は
、
①
売
買
代
金
返
還
、
②
費
用
賠
償
で
あ
る
。
そ

の
う
ち
、
②
の
方
が
問
題
に
な
る
。
①
は
、
解
除
権
行
使
が
認
め
ら

れ
さ
え
す
れ
ば
、
そ
の
効
果
（
ド
イ
ツ
民
法
三
四
六
条
一
項
）
と
し
て
認

め
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
②
の
方
は
、
帰
責
事
由
が
要
件
と
な
る
か
ら

で
あ
る
（
ド
イ
ツ
民
法
二
八
〇
条
一
項
・
三
項
、
二
八
一
条
一
項
、
二
八
四
条
）。

ま
ず
、
②
費
用
賠
償
に
つ
い
て
。
本
判
決
の
事
案
は
、
売
買
契
約

に
お
い
て
目
的
物
が
引
き
渡
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
損
害
賠
償

請
求
に
お
け
る
帰
責
事
由
は
、
本
来
の
給
付
義
務
の
義
務
違
反
に
つ
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い
て
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
給
付
義
務
が
変
化
し
た
追
完
義
務
に

つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
（
ド
イ
ツ
民
法
四
三
七
条
三
号
、
二
八
〇
条
一
項
・

三
項
、
二
八
一
条
一
項
、
二
八

（
２４
）

四
条
）。
そ
し
て
、
そ
の
追
完
義
務
（
買
主

か
ら
見
れ
ば
追
完
請
求
権
）
が
代
物
請
求
権
と
し
て
発
生
し
て
い
る
か

ど
う
か
が
ま
ず
問
題
に
な
り
、
そ
れ
が
（
ⅱ
）
で
肯
定
さ
れ
る
こ
と

を
前
提
に
、
催
告
の
要
件
も
満
た
さ
れ
る
こ
と
が
（
ⅰ
）
で
肯
定
さ

れ
、
結
論
と
し
て
、
費
用
賠
償
請
求
権
の
発
生
が
認
め
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
①
売
買
代
金
返
還
に
つ
い
て
。
や
は
り
、
本
判
決
の
事

案
は
、
売
買
契
約
に
お
い
て
目
的
物
が
引
き
渡
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

の
で
、
解
除
権
発
生
の
根
拠
条
文
は
、
売
買
の
そ
れ
に
な
る
（
ド
イ

ツ
民
法
四
三
七
条
二
号
、
三
二
三
条
一
項
）。
そ
こ
に
お
い
て
準
用
さ
れ
る

ド
イ
ツ
民
法
三
二
三
条
一
項
の
規
定
に
お
け
る
催
告
の
要
件
が
満
た

さ
れ
る
こ
と
が
（
ⅰ
）
で
肯
定
さ
れ
、
結
論
と
し
て
、
解
除
権
の
発

生
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

３

特
定
物
の
代
物
請
求

本
判
決
（
ⅱ
）
は
、
瑕
疵
の
な
い
馬
の
代
物
請
求
権
の
発
生
を
前

提
に
、
代
物
請
求
権
の
不
履
行
を
理
由
と
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
の

発
生
を
肯
定
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
一
般
に
特
定
物
売
買
に
お
い
て

も
引
き
渡
さ
れ
た
目
的
物
に
瑕
疵
が
あ
る
と
き
は
、
代
物
の
給
付
で

も
ま
た
債
務
は
履
行
さ
れ
る
、
と
い
う
当
事
者
意
思
が
認
め
ら
れ
る

と
き
は
、
代
物
請
求
権
の
発
生
が
肯
定
さ
れ
る
、
と
い
う
二
〇
〇
六

年
の
判
例
理
論
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
本
判
決
の
意
義
は
、
せ
い
ぜ

い
動
物
（
馬
）
と
い
う
―
―
不
動
産
と
並
ん
で
―
―
典
型
的
な
特
定
物
売

買
の
目
的
物
に
お
い
て
も
、
代
物
請
求
が
肯
定
さ
れ
た
点
に
だ
け
認

め
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
意
味
で
事
例
判
決
に
過
ぎ
な（

２５
）い

。

な
お
、
本
判
決
の
事
案
で
は
、
当
事
者
の
意
思
は
、
仮
定
的
意
思

で
は
な
く
、
明
示
の
合
意
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
代
物
請
求
を
肯

定
す
る
の
が
な
お
さ
ら
容
易
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
売
買
目
的
物
の
馬
に
お
い
て
も
瑕
疵
担
保
責
任
が
肯
定

さ
れ
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
既
に
連
邦
通
常
裁
判
所
が
二
〇
〇
七
年

に
肯
定
し
て
い（

２６
）る

。
そ
れ
を
受
け
て
、
馬
の
棘
突
起
接
触
症
が
瑕
疵

に
当
た
る
こ
と
に
つ
い
て
も
こ
れ
を
肯
定
す
る
下
級
審
判
決
が
公
表

さ
れ
て
い（

２７
）た

。

４

相
当
の
期
間
を
定
め
た
催
告

本
判
決
（
ⅰ
）
①
は
、
催
告
要
件
の
解
釈
に
つ
い
て
、
連
邦
通
常

裁
判
所
二
〇
〇
九
年
判
決
の
「
非
常
に
低
い
（sehr

（
２８
）

niedrig

）」
水
準

の
判
断
基
準
を
そ
の
ま
ま
繰
り
返
し
た
。（
ⅰ
）
②
は
、
そ
の
基
準

を
本
件
事
案
に
適
用
し
て
み
せ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。

（
１
）Lorenz,Stephan:Schuldrechtsm

odernisierung
-
Erfahrungen

seit
dem

１.Januar
２００２,in:Lorenz,Egon

（H
rsg.

）:K
arlsruher

Forum
:Schuldrechtsm

odernisierung
-Erfahrungen

seit
dem

１.
Januar

２００２
m
it

V
orträgen

von
Stephan

Lorenz
und

Peter
Reiff

und
D
okum

entation
der

D
iskussion,K

arlsruhe２００６,S.１１７.

（
２
）Tiedtke,

Klaus ／
Schm

itt,
M

arco:
Ersatzlieferung

beim
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Stückkauf,
JuS

２００５,
SS.５８３

―５８７,
S.５８３;

Reinicke,
Dietrich

／

Tiedtke,Klaus:K
aufrecht,７.A

ufl.,M
ünchen

２００４,S.１６５,Rn
４２０

も
同
旨
。

（
３
）
わ
が
国
で
は
、
拙
稿
「
ド
イ
ツ
新
債
務
法
に
お
け
る
特
定
物
売
買
の
今
日

的
課
題
」
民
商
一
三
三
巻
一
号
（
平
一
七
）
一
頁
〜
四
八
頁
、
二
〇
頁
以
下

が
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
。
他
に
こ
の
論
点
を
扱
う
邦
語
文
献
と
し
て
、
大

原
寛
史
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
事
実
的
不
能
の
位
置
づ
け
―
―
ド
イ
ツ
民
法
二

七
五
条
二
項
を
め
ぐ
る
議
論
を
中
心
に
―
―
」
同
法
六
一
巻
六
号
六
五
頁
〜

一
五
一
頁
、
一
三
九
頁
注
一
五
二
、
古
谷
貴
之
「
ド
イ
ツ
売
買
法
に
お
け
る

売
主
の
瑕
疵
担
保
責
任
に
関
す
る
一
考
察
―
―
債
務
法
改
正
か
ら
一
〇
年
を

経
て
―
―
」
産
法
四
七
巻
二
号
（
平
二
五
）
一
頁
〜
一
五
〇
頁
、
七
七
頁
以

下
参
照
。

（
４
）Canaris,

Claus-W
ilhelm

:
D
ie

N
acherfüllung

durch
Lieferung

einer
M

angelfreien
Sache

beim
Stückkauf,JZ

２００３,SS.８３１

―８３８

が
代
表
で
あ
る
。

（
５
）A

ckerm
ann,

Thom
as:

D
ie

N
acherfüllungspflicht

des
Stückkäufers,JZ

２００２,SS.３７８

―３８５,S.３７９

が
代
表
で
あ
る
。

（
６
）Fest,

Tim
o:

K
ann

der
K
äufer

Ersatzlieferung
verlangen,

w
enn

die
geschuldete

Leistung
vorÜbergabe

untergeht?,ZGS
２００５,SS.１８

―２１,S.１８;Gruber,Urs
Peter:D

as
drohende

Ende
der

Stückschuld,JZ
２００５,SS.７０７

―７１２,S.７０８.

（
７
）BGH

,U
rteil

vom
７.６.２００６

-V
III

ZR
２０９／５４,N

JW
２００６,SS.

２８３９

―２８４２.

（
８
）
一
概
に
肯
定
説
と
言
っ
て
も
、
い
か
な
る
要
件
を
立
て
る
か
で
微
妙
な
違

い
が
諸
説
に
見
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
肯
定
説
の
う
ち
で
判
例
多
数
説
に

限
定
し
て
説
明
し
よ
う
。

（
９
）Canaris,

Claus-W
ilhelm

:
Schuldrechtsm

odernisierung
２００２,

M
ünchen

２００２,Einführung
S.X

X
V
;ders.:Schulu�

w
ort,JZ

２００３,
SS. １１５６

―１１５７,S.１１５６.

「
代
物
給
付
は
、
む
し
ろ
第
四
三
九
条
一
項
の
規

定
を
根
拠
と
し
て
い
て
、
し
た
が
っ
て
、
法
律
行
為
か
ら
（auf

Rechtsgeschäft

）〔
直
接
に
〕
生
じ
る
の
で
は
な
く
、
法
律
か
ら
（auf

Gesetz

）
生
じ
る
の
で
あ
る
」。
次
の
よ
う
に
も
言
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
追
完
請
求
権
は
、
履
行
請
求
権
と
全
く
同
じ
で
は
な
く
（nichtiden-

tisch

）、
担
保
責
任
の
段
階
に
至
っ
て
発
生
す
る
新
し
い
請
求
権
（neuer

A
nspruch

）
で
あ
る
」（Lorenz,Stephan:N

acherfüllungsanspruch
und

O
bliegenheiten

des
K
äufers:Zur

Reichw
eite

des

“Rechts
zur

zw
eiten

A
ndienung“

,N
JW

２００６,SS.１１７５-１１７９,S.１１７６

）。

（
１０
）Canaris:aaO

,JZ
２００３,S.８３５.

（
１１
）BGH

,U
rteilvom

１８.３.２０１５
-V

IIIZR
１７６／１４,juris.

（
１２
）BGH

,U
rteilvom

１８.３.２０１５,aaO
,Rn１.

（
１３
）BGH

,U
rteilvom

１８.３.２０１５,aaO
,Rn２.

（
１４
）BGH

,U
rteilvom

１８.３.２０１５,aaO
,Rn３.

（
１５
）BGH

,U
rteilvom

１８.３.２０１５,aaO
,Rn５

―９,１２.

（
１６
）BGH

,U
rteilvom

１８.３.２０１５,aaO
,Rn

４.

審
理
を
尽
く
さ
せ
る
た
め

に
差
し
戻
し
た
。

（
１７
）BGH

,U
rteilvom

１８.３.２０１５,aaO
,Rn１０.

（
１８
）BGH

,U
rteilvom

１８.３.２０１５,aaO
,Rn１１.

（
１９
）BGH

,U
rteilvom

１８.３.２０１５,aaO
,Rn１３.
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（
２０
）BGH

,U
rteilvom

１８.３.２０１５,aaO
,Rn１５.

（
２１
）Lorenz,Stephan:A

nm
.zu

BGH
,U

rteilvom
１８.８.２０１５

-V
III

ZR
１７６／１４,w

w
w
.stephan-lorenz.de

（
２２
）BGH

,U
rteilvom

７.６.２００６,aaO
.

（
２３
）BGH

,V
ersäum

nisurteilvom
１２.８.２００９

-V
IIIZR

２５４／０８,N
JW

２００９,SS.３１５３
―３１５５.

（
２４
）
損
害
賠
償
請
求
権
の
発
生
原
因
が
、
履
行
請
求
権
に
つ
い
て
で
は
な
く
追

完
請
求
権
に
つ
い
て
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
根
拠
条
文
の
問
題
に
止
ま
ら
な

い
。
帰
責
事
由
が
後
者
の
方
に
お
い
て
容
易
に
認
め
ら
れ
る
と
い
う
重
大
な

差
異
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
前
者
に
お
い
て
は
、
と
り
わ
け
売
主
が
目
的
物
の

製
造
者
で
は
な
く
単
な
る
納
入
業
者
に
す
ぎ
な
い
と
き
は
、
帰
責
事
由
が
否

定
さ
れ
や
す
い
（BGH

,U
rteilvom

２.４.２０１４
-V

IIIZR
４６／１３,N

JW
２０１４,SS.２１８３

―２１８６

、
拙
稿
「
ド
イ
ツ
新
債
務
法
に
お
け
る
代
物
請
求
権

の
範
囲
―
―
タ
イ
ル
事
件
―
―
」
千
葉
二
七
巻
二
号
（
平
二
四
）
八
七
頁
〜

一
一
五
頁
、
九
四
頁
）。
こ
れ
に
対
し
て
後
者
に
お
い
て
は
（
つ
ま
り
本
件

の
よ
う
に
追
完
請
求
権
に
変
化
す
る
と
き
は
）、
そ
の
追
完
義
務
は
売
主
自

身
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
が
違
反
さ
れ
る
と
き
に
帰
責
事
由
は
通
常
肯

定
さ
れ
る
（M

edicus,Dieter ／
Lorenz,Stephan:Schuldrecht:ein

Studienbuch,II.Besonderer
T
eil, １７.A

ufl.,M
ünchen

２０１４,Rn
１７３ff.

）。
し
た
が
っ
て
、
か
り
に
代
物
請
求
を
認
め
な
い
当
事
者
意
思
の
事

案
で
あ
れ
ば
、
売
主
が
費
用
賠
償
義
務
を
免
れ
る
可
能
性
は
高
く
な
る
。
た

と
え
ば
、
血
統
を
重
視
す
る
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
の
売
買
が
そ
う
で
あ
ろ
う
。

（
２５
）
動
物
は
、
民
法
上
、
物
で
は
な
い
け
れ
ど
も
（
ド
イ
ツ
民
法
九
〇
条
ａ
前

段
）、
物
に
関
す
る
規
定
が
準
用
さ
れ
る
（
同
条
後
段
）。
し
た
が
っ
て
、
動

物
売
買
で
代
物
請
求
を
肯
定
す
る
こ
と
に
条
文
上
の
障
害
は
無
い
。

（
２６
）BGH
,U

rteil
vom

７.２.２００７
-V

III
ZR

２６６／０６,N
JW

２００７,SS.
１３５１

―１３５３.

（
２７
）O

LG
Frankfurt,U

rteilvom
６.７.２０１０

-１７
U

２８／０９,juris.

（
２８
）Lorenz,Stephan:A

nm
.zu

BGH
,U

rteilvom
１２.８.２００９

-V
III

ZR
２５４／０８,w

w
w
.stephan-lorenz.de
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